
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ 

沖
縄
発
水
産
品
輸
送
を
船
・
鉄
道
シ
フ
ト 

ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
で
東
京
ま
で
一
貫
輸
送 

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
（
本
社
・
東
京
都
江
東
区
、
池
見
賢

社
長
）
は
沖
縄
で
水
揚
げ
さ
れ
、
関
東
地
域
の
量
販
店

に
納
品
さ
れ
る
ソ
デ
イ
カ
柵
の
輸
送
を
、12
ｆ
ｔ
ク
ー

ル
コ
ン
テ
ナ
で
船
便
と
鉄
道
を
利
用
し
て
運
ぶ
「
レ
ー

ル
＆
シ
ッ
プ
」
輸
送
へ
と
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
す
る
。
従

来
は
船
と
ト
ラ
ッ
ク
を
使
用
し
て
お
り
、
レ
ー
ル
＆
シ

ッ
プ
へ
の
移
行
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
約
７
割
の
削
減
が

見
込
ま
れ
る
と
い
う
。
ま
ず
は
２
月
に
第
１
便
を
発
送

し
た
と
こ
ろ
、
温
度
管
理
品
質
や
リ
ー
ド
タ
イ
ム
に
問

題
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
発
生
す
る
関
東
向
け

の
ソ
デ
イ
カ
柵
輸
送
は
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
に
切
り
替
え

る
方
針
。
さ
ら
に
、
来
期
以
降
は
ソ
デ
イ
カ
以
外
の
水

産
商
品
へ
の
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
導
入
も
視
野
に
入
れ
、

環
境
負
荷
低
減
と
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応
に
つ
な

げ
る
。 

 

ソ
デ
イ
カ
柵
の
輸
送
で 

レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
採
用 

 

マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
が
利
用
し
た
の
は
、
丸
和
通
運
と
西

久
大
運
輸
倉
庫
、
琉
球
通
運
が
提
供
す
る
、1

2

ｆ
ｔ
ク

ー
ル
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
「
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
」
サ
ー
ビ

ス
。
本
土
側
の
鉄
道
輸
送
と
福
岡
～
沖
縄
間
の
海
上
輸

送
、
沖
縄
で
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
抑
制
に
加
え
、
積
替
え
な
し
の

一
貫
輸
送
に
よ
る
品
質
向
上
や
積
替
作
業
に
伴
う
人

員
・
作
業
費
の
削
減
お
よ
び
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
圧
縮
な

ど
物
流
効
率
化
を
実
現
す
る
。
さ
ら
に
、
丸
和
通
運
が

開
発
し
た1

2

ｆ
ｔ
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
「
Ｕ
Ｆ1

6

Ａ
」
を

使
用
す
る
こ
と
で
低
温
輸
送
に
も
対
応
。
３
社
で
は
、

今
回
の
輸
送
開
始
を
前
に
、
今
年
１
月
に
同
ル
ー
ト
の

輸
送
試
験
を
行
い
、
温
度
品
質
管
理
や
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
確
認
な
ど
準
備
を
進
め
て
き
た
。 

ソ
デ
イ
カ
柵
輸
送
の
第
１
便
は
２
月2

4

日
～
３
月

１
日
に
実
施
し
、
２
㎏×

５
合
の
商
品
が
入
っ
た
段
ボ

ー
ル
ケ
ー
ス
４
０
０
個
を
Ｕ
Ｆ1

6

Ａ
コ
ン
テ
ナ
１
基

に
積
載
し
、
沖
縄
か
ら
東
京
へ
輸
送
し
た
。
具
体
的
に

は
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
子
会
社
の
琉
球
大
洋
が
那
覇
市
に

構
え
る
冷
蔵
倉
庫
か
ら
琉
球
通
運
が
ト
ラ
ッ
ク
で
集
荷

し
て
、
那
覇
新
港
か
ら
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
で
北
九
州
港
へ
輸

送
。
同
港
か
ら
北
九
州
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
ま
で
西
久

大
運
輸
倉
庫
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
、
北
九
州
タ
～
東
京

タ
の
鉄
道
輸
送
を
経
て
、
東
京
タ
か
ら
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ

物
流
の「
大
井
第
２
物
流
セ
ン
タ
ー
」（
東
京
都
大
田
区
）

ま
で
丸
和
通
運
が
配
送
し
た
。 

コ
ン
テ
ナ
内
は
マ
イ
ナ
ス2

0

℃
に
設
定
し
、
出
荷
か

ら
納
品
ま
で
温
度
逸
脱
な
く
輸
送
が
完
了
。
輸
送
リ
ー

ド
タ
イ
ム
も
計
画
通
り
で
、
コ
ス
ト
も
ト
ラ
ッ
ク
利
用

時
よ
り
抑
制
で
き
た
こ
と
か
ら
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
と
し

て
継
続
利
用
を
決
め
た
と
い
う
。
ソ
デ
イ
カ
の
出
荷
は

こ
れ
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
、
早
く
て
今
月
中
に
は
第
２

便
が
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
に
て
行
わ
れ
る
見
通
し
に
あ
り
、

今
期
は
３
回
ほ
ど
沖
縄
～
関
東
の
輸
送
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。 

ま
た
、
今
後
は
沖
縄
～
福
岡
間
の
海
上
輸
送
の
改
良

も
計
画
。
第
１
便
は
Ｕ
Ｆ1

6

Ａ
コ
ン
テ
ナ
が
貨
物
船
に

積
み
込
め
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
の
み
の
利

用
と
な
り
、
船
便
の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
限
ら
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
博
多
～
沖
縄
航
路
を
運
航
す
る
南
日

本
汽
船
と
琉
球
通
運
が
連
携
し
、
専
用
の
器
具
を
用
意

す
る
こ
と
で
Ｕ
Ｆ1

6

Ａ
コ
ン
テ
ナ
を
貨
物
船
で
も
運

べ
る
体
制
を
構
築
。
貨
物
船
の
豊
富
な
ダ
イ
ヤ
か
ら
輸

送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

 

他
の
水
産
品
へ
の 

水
平
展
開
も
視
野
に 



 
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
の
水
産
品
物
流
は
子
会
社
の
マ
ル
ハ

ニ
チ
ロ
物
流
へ
の
委
託
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
担
当

者
ご
と
個
別
に
輸
送
を
手
配
し
て
お
り
、
タ
コ
・
イ
カ

課
に
お
い
て
は
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
輸
送
が
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
輸
入
商
品
が
多
い
水
産
品
は
基
本
的
に
消

費
地
の
最
寄
港
で
荷
揚
げ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
距
離

輸
送
は
そ
れ
ほ
ど
発
生
し
な
い
が
、「
環
境
負
荷
低
減
や

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
中
、
現
状
は

ト
ラ
ッ
ク
し
か
長
距
離
輸
送
手
段
を
持
っ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
を
補
助
す
る
狙
い
も
あ
っ
て
鉄
道
の
利
用
を
検
討

し
た
」
と
水
産
商
事
ユ
ニ
ッ
ト
水
産
第
二
部
タ
コ
・
イ

カ
課
の
中
川
優
史
課
長
補
佐
は
話
す
。 

同
社
で
は
ソ
デ
イ
カ
柵
の
輸
送
に
先
駆
け
、
昨
年
７

～
８
月
に
紋
甲
イ
カ
の
東
京
～
福
岡
間
の
輸
送
で
も
鉄

道
を
利
用
。
丸
和
通
運
の
Ｕ
Ｆ1

6

Ａ
コ
ン
テ
ナ
に
商
品

を
積
み
込
み
、
東
京
タ
～
福
岡
タ
を
鉄
道
輸
送
し
、
福

岡
市
東
区
箱
崎
の
冷
蔵
倉
庫
へ
移
送
し
た
。12

ｆ
ｔ
ク

ー
ル
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
輸
送
は
こ
の
時
が
初
め
て
だ
が

「
全
く
問
題
な
く
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」（
同
）
こ
と
か

ら
、
今
後
も
同
じ
ル
ー
ト
で
鉄
道
を
利
用
す
る
方
針
に

あ
る
と
い
う
。 

今
回
の
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
輸
送
は
、
結
果
を
取
り
ま

と
め
た
上
で
、
社
内
会
議
な
ど
を
通
じ
て
、
他
の
水
産

品
担
当
者
に
も
共
有
し
て
い
く
予
定
に
あ
る
。
中
川
氏

は
、「
丸
和
通
運
は1

2

ｆ
ｔ
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
の
保
有

基
数
が
最
も
多
く
、
他
の
部
署
へ
利
用
を
広
げ
る
際
に

コ
ン
テ
ナ
が
不
足
す
る
心
配
が
な
い
点
も
大
き
な
魅
力

だ
っ
た
」
と
話
す
。
経
営
企
画
部
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

推
進
グ
ル
ー
プ
の
岩
渕
巽
副
主
任
も
「
当
社
の
水
産
ビ

ジ
ネ
ス
は
自
然
環
境
に
直
結
し
て
お
り
、
地
球
環
境
や

気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
は
事
業
の
根
幹
に
関
わ
る
喫

緊
の
課
題
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
に
貢
献
し
つ
つ
、
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
取
り
組
み
た
い
」
と
展
望
す
る
。 

 

レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
拡
大
へ 

混
載
便
へ
の
対
応
強
化 

 1
2

ｆ
ｔ
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
を
用
い
た
レ
ー
ル
＆
シ

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な

ど
を
背
景
に
引
き
合
い
が
増
し
て
お
り
、
と
く
に
沖
縄

発
の
輸
送
で
は
、
県
外
へ
の
青
果
物
や
鮮
魚
の
出
荷
な

ど
で
注
目
が
集
ま
る
。
沖
縄
向
け
で
は
、
太
平
洋
側
に

比
べ
て
沖
縄
航
路
が
少
な
い
日
本
海
側
や
、
港
へ
の
ド

レ
ー
ジ
距
離
の
長
い
群
馬
県
、
栃
木
県
と
い
っ
た
内
陸

地
域
で
利
用
ニ
ー
ズ
を
想
定
。こ
う
し
た
地
域
を
含
め
、

全
国
各
都
道
府
県
に
張
り
巡
ら
さ
れ
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
コ
ン
テ
ナ
一
貫
輸
送

に
よ
る
品
質
向
上
と
環
境
負
荷
低
減
を
実
現
で
き
る
輸

送
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
引
き
続
き
、
提
案
し
て
い
く
考
え

だ
。 さ

ら
に
提
案
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、
混
載
便
へ
の
対

応
も
強
め
る
。
今
春
に
は
、
常
温
倉
庫
で
も
低
温
環
境

下
で
ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
同
士
の
荷
物
を
移
し
替
え
で
き

る
、
移
動
式
の
ド
ッ
ク
シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
発
。
こ
れ
に

よ
り
、
沖
縄
側
で
複
数
荷
主
の
商
品
を
混
載
し
た2

0

ｆ

ｔ
・4

0

ｆ
ｔ
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
を
仕
立
て
て
船
便

に
載
せ
、
福
岡
側
の
常
温
倉
庫
で
納
品
先
別
に1

2
ｆ
ｔ

ク
ー
ル
コ
ン
テ
ナ
へ
積
み
替
え
て
鉄
道
で
運
ぶ
こ
と
な

ど
が
可
能
に
な
る
。
逆
に
、
福
岡
ま
で1

2

ｆ
ｔ
ク
ー
ル

コ
ン
テ
ナ
で
運
ば
れ
た
荷
物
を2

0

ｆ
ｔ
・40

ｆ
ｔ
コ
ン

テ
ナ
に
混
載
し
て
沖
縄
へ
輸
送
す
る
こ
と
も
で
き
、
荷

主
企
業
の
さ
ら
な
る
物
流
効
率
化
に
貢
献
す
る
。 

丸
和
通
運
の
足
立
裕
一
・
業
務
管
理
本
部
副
本
部
長

兼
通
運
部
長
は
「
荷
主
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
活

動
の
支
え
と
な
り
、
今
後
の
食
品
輸
送
の
一
助
と
な
れ

る
よ
う
、
各
社
で
協
力
し
て
品
質
を
高
め
た
い
」
と
意

欲
を
示
す
。
琉
球
通
運
の
知
念
和
也
・
営
業
本
部
営
業

部
部
長
も
「
船
会
社
側
も
今
回
の
レ
ー
ル
＆
シ
ッ
プ
お

よ
び
通
運
会
社
と
の
連
携
を
歓
迎
し
て
お
り
、
期
待
を

寄
せ
て
い
る
」
と
紹
介
し
、
西
久
大
運
輸
倉
庫
の
中
野

清
志
・
執
行
役
員
通
運
部
長
兼
う
き
は
支
店
長
も
「
圧



倒
的
な
強
み
を
持
つ
２
社
と
組
め
る
こ
と
を
有
難
く
思

っ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
と
な
る
コ
ン
テ
ナ
の
空

回
送
を
な
く
す
た
め
に
も
荷
物
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。 

 


